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雑
誌水難事故・山岳遭難事故の防止について

元気セミナーは１０日、初夏の山菜「ふき
の採り放題」を開催しました。
町内の林野へ出かけ収穫、その後調理し

試食まで行う内容に13人が参加しました。
当日は青空のもと夢中になって「ふき」を

収穫。また、調理では管理栄養士の昆野洋
子さんの指導のもと、数種類の「ふき」の調
理法を学習。
そして、旬の山菜「ふき」を味わいました。

〇天気の急変に注意しながら、
水難事故・山岳事故に遭わ
ないように気をつけましょう。

これからの季節は、水辺での遊び、登
山やキャンプなど、自然に親しむ機会が
増えてきます。

〇水辺で遊ぶときは、子供た
ちだけにしないで、目を離さ
ないようにしましょう。

〇家の近くの用水路も危険！

〇クマなどの動物にも注意！

旬の山菜を味わう ～元気セミナー ふきの採り放題～

舘山唱歌音楽学校

千厩市民センターは、災害発生時
にペットと同室避難ができる「一関市
ペット受入れ避難所」に指定されまし
た。
ペットを飼育されている方は、ペッ

トの安全確保についても普段から考え、
備えておく必要があります。

災害時の避難場所でペットも受入れ

• 首輪や迷子札をつけましょう。
• 必ずケージやキャリーバッグを持参
してください。

• 日頃から「待て」「お座り」などの
基本的なしつけを行いましょう。ま
た、キャリーバッグに慣らしておく
ことも必要です。

• 決められた場所で排泄できるように
しておきましょう。

• 予防接種や害虫駆除など、体調管理
と衛生管理を行いましょう。

• ペット用の持ち出し品を準備してお
きましょう。

ペット同行避難のポイント

スタートします！

市民講座「舘山唱歌音楽学校」は
7月10日（金）からスタートします。
講座は毎月第1・4金曜日に実施予

定です。
詳細はチラシにてご確認ください。

〇山に入るときは、多めの食材、
懐中電灯を持って行きましょう。


